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追手門学院が OTEMON VIEWを開設 
 学校法人追手門学院(大阪市中央区、理事

長：川原俊明)は大学公式 HPに特設サイト

「OTEMON VIEW」 を開設しています 

https://newsmedia.otemon.ac.jp/ 

 

OTEMON VIEWとは 
「ニュースの面白さは、見方次第。」をコ

ンセプトに、日々移り変わる世の中の出来事

を、追手門学院大学の教員らが教育・研究成

果など専門的知見に基づいて読み解きます。  
  

 

ニュースを教育・研究の視点から 
新型コロナウイルスによる感染者・死者の

数が世界で最も多いアメリカ。 

アメリカも過去にコレラやスペイン風邪な

ど多くの感染症を経験し、そのインパクトは

文学作品にも表現されています。今回はアメ

リカ文学が専門の増崎恒国際教養学部准教授

が、パンデミック化した 19世紀コレラの状

況を文学作品から復元し、現在へとつながる

教訓を考えます。 
 

（以下は主なポイント） 

文学でみたアメリカの感染症の歴史 
〇移民と共に持ち込まれた感染症 

〇時代によって感染症のとらえ方も変化 
 

19世紀アメリカのコレラの大流行 

〇感染者を「不名誉」とらえる風潮 

○当時も隔離政策と手洗い励行が対策 
  

文学作品に描かれるパンデミック 
○社会的混乱が収まると作品が描かれる 

〇読者に求められる作品に隠されたメッセー

ジを客観的に読み取る姿勢 
 

記事本体 https://newsmedia.otemon.ac.jp/1397

 

ニュースを教育・研究の視点から発信する OTEMON VIEW 

19世紀のアメリカ・コレラ大流行はどう描かれた 

その時人類は？アメリカ文学からの警鐘 
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OTEMON VIEW人気記事ランキング 
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19 世紀末に描かれたコレラの風刺画 
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